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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年4月10日(2008.4.10)

【公開番号】特開2002-252871(P2002-252871A)
【公開日】平成14年9月6日(2002.9.6)
【出願番号】特願2001-48192(P2001-48192)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｑ   7/38     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ   1/725    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０９Ｄ
   Ｈ０４Ｍ   1/725   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月21日(2008.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】無線通信装置、無線通信装置の制御方法、及び当該制御方法をコンピュー
タに実行させるためのプログラム
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　無線通信装置であって、
　無線通信を行う通信相手を登録するための登録モードへ動作モードを切替える切替手段
と、
　前記登録モードで動作している他の無線通信装置を検索する検索手段と、
　前記検索手段による検索の結果、前記登録モードで動作している他の無線通信装置が存
在しないと判定した場合には、前記動作モードを前記登録モードへ切替え、前記登録モー
ドで動作している他の無線通信装置が存在すると判定した場合には、前記動作モードを前
記登録モードへ切替えないよう制御する制御手段と、
を有することを特徴とする無線通信装置。
　　【請求項２】　前記検索手段は、前記登録モードで動作していることを示す報知信号
を検索することを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
　　【請求項３】　前記切替手段により前記登録モードへ切替えた後、前記登録モードで
動作していることを示す報知信号の送信を開始することを特徴とする請求項１又は２に記
載の無線通信装置。
　　【請求項４】　前記無線通信装置は親機として動作する装置であり、
　前記検索手段は、前記登録モードで動作している他の親機を検索することを特徴とする
請求項１から３のいずれか１項に記載の無線通信装置。
　　【請求項５】　前記検索手段により検索を行う場合は、他の親機からの報知信号を受
信可能な子機モードに切替えて動作することを特徴とする請求項４記載の無線通信装置。
　　【請求項６】　無線通信を行う通信相手を登録するための登録モードへ動作モードを
切替えることが可能な無線通信装置の制御方法であって、
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　前記登録モードで動作している他の無線通信装置を検索する検索工程と、
　前記検索工程における検索の結果、前記登録モードで動作している他の無線通信装置が
存在しないと判定した場合には、前記動作モードを前記登録モードへ切替え、前記登録モ
ードで動作している他の無線通信装置が存在すると判定した場合には、前記動作モードを
前記登録モードへ切替えないよう制御する制御工程と、
を有することを特徴とする無線通信装置の制御方法。
　　【請求項７】　請求項６記載の制御方法をコンピュータに実行させるためのコンピュ
ータ読み取り可能なプログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【０００１】
　　【発明の属する技術分野】
　本発明は、無線通信装置、無線通信装置の制御方法、及び当該制御方法をコンピュータ
に実行させるためのプログラムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、無線通信を行う通信相手を登録するための登録モードで動作している他の無
線通信装置の存在も鑑みて、前記登録モードへの動作モードの切替えを制御することを目
的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１０】
　　【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明は、無線通信装置であって、無線通信を行う通信相手
を登録するための登録モードへ動作モードを切替える切替手段と、前記登録モードで動作
している他の無線通信装置を検索する検索手段と、前記検索手段による検索の結果、前記
登録モードで動作している他の無線通信装置が存在しないと判定した場合には、前記動作
モードを前記登録モードへ切替え、前記登録モードで動作している他の無線通信装置が存
在すると判定した場合には、前記動作モードを前記登録モードへ切替えないよう制御する
制御手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明は、無線通信を行う通信相手を登録するための登録モ
ードへ動作モードを切替えることが可能な無線通信装置の制御方法であって、前記登録モ
ードで動作している他の無線通信装置を検索する検索工程と、前記検索工程における検索
の結果、前記登録モードで動作している他の無線通信装置が存在しないと判定した場合に
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は、前記動作モードを前記登録モードへ切替え、前記登録モードで動作している他の無線
通信装置が存在すると判定した場合には、前記動作モードを前記登録モードへ切替えない
よう制御する制御工程と、を有することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　以上説明したように、本実施形態のデータ無線通信システムによれば、子機は、親機へ
の子機登録の際、子機で入力したデータが登録報知信号の対象エリアに合致するデータか
否かを判断し、親機は、親機への子機登録の際、一時的に、他の親機の登録報知信号を受
信可能な子機モードで動作を行い、他の親機の登録報知信号が受信できない場合に自機の
登録報知信号を送出し、子機で入力したデータが登録報知信号の対象エリアに合致するデ
ータの場合、親機及び子機で所定の登録動作を行うため、下記の効果が得られる。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００６８】
　　　【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、無線通信を行う通信相手を登録するための登録
モードで動作している他の無線通信装置を検索し、その検索の結果、前記登録モードで動
作している他の無線通信装置が存在しないと判定した場合には、前記動作モードを前記登
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録モードへ切替え、前記登録モードで動作している他の無線通信装置が存在すると判定し
た場合には、前記動作モードを前記登録モードへ切替えないよう制御することができる。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】符号の説明
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【符号の説明】
１０１、１０２ 通信制御装置
１０３、１０６ 集中管理装置
１０４ 公衆網
１０５ ホストコンピュータ
１１１～１１３　ＩＳＤＮ回線
２０１ 親機側メモリ
２０２ 親機側制御部
２０３ 表示器付キーボード
２０４　親機側無線送受信部
３０１ 子機側メモリ
３０２ 子機側制御部
３０３ 判断部
３０４ 表示器付キーボード
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